
 

 

 

 

“子どもが夢を持って語るとき，大人は「自分の子どもがとんでもないことを言ってい

る。」と思うだろう。それで良い。でも，そのときには，きちんと子どもの目を見て話して

ほしい。メールや手紙で話すのではだめ。 

子どもの目がきらきらしていて，親の勘で「やれるかもしれない」と思える目だと感じ

たら，受け止めてあげてください。１００個考えて無理だと思っても，１０１個目に何か

あるかもしれないと思ってください。“ ｂｙ西田 敏行

 

 

 

 

 

 


